
10

20

JP 7371176 B2 2023.10.30

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7371176号

(P7371176)
(24)登録日　令和5年10月20日(2023.10.20)(45)発行日　令和5年10月30日(2023.10.30)

(54)【発明の名称】　駐車メカニズム、ＥＭＢシステム、及び車両

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｄ 63/00 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｄ 49/00 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｄ 65/16 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｄ 121/24 (2012.01)
　   Ｆ１６Ｄ 125/42 (2012.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｄ 63/00 　　　Ｒ 　　　
　Ｆ１６Ｄ 49/00 　　　Ｚ 　　　
　Ｆ１６Ｄ 65/16 　　　　 　　　
　Ｆ１６Ｄ 121:24 　　　　 　　　
　Ｆ１６Ｄ 125:42 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-114783(P2022-114783)
(22)出願日　 令和4年7月19日(2022.7.19)
(65)公開番号　 特開2022-167897(P2022-167897 

A)
(43)公開日　 令和4年11月4日(2022.11.4)

審査請求日　 令和4年8月9日(2022.8.9)
(31)優先権主張番号　202110819715.X      
(32)優先日　 令和3年7月20日(2021.7.20)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

中国(CN)

(73)特許権者　 521531171
ファーウェイ  デジタル  パワー  テクノ 
ロジーズ  カンパニー  リミテッド
中華人民共和国  ５１８０４３  グァンド 
ン  シェンジェン  フーティエン  ディス 
トリクト  アントゥオシャン  シックスス  
ロード  ３３  アントゥオシャン  ヘッド 
クォーターズ  タワーズ  ブロック  エイ  
サーティーナインス  フロア  オフィス  
０１

(74)代理人　 100107766
弁理士　伊東  忠重

(74)代理人　 100070150
弁理士　伊東  忠彦

(74)代理人　 100135079
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク 、 及 び 駆 動 ア セ ン ブ リ を 含 む 駐 車 メ カ ニ ズ ム で あ  
っ て 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 、 前 記 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て  
固 定 さ れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク の 軸 線 及 び 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 軸 線 が 、 前 記 モ ー タ  
シ ャ フ ト の 軸 線 と 整 列 し て お り 、
　 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す る 開 口 部 を 含 む く さ び 溝 が 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す  
る 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク と 接 触 す る 可 動 部 が 前 記  
く さ び 溝 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 く さ び 溝 の 底 部 か ら 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 向 か う 方 向 に お  
い て 、 前 記 く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の サ イ ズ よ り も 大 き く 、 前 記 く さ  
び 溝 の 第 ２ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の 前 記 サ イ ズ よ り も 小 さ く 、
　 弾 性 部 が 、 前 記 可 動 部 と 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 弾 性 部  
は 、 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 状 態 に あ り 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 か  
ら 前 記 第 ２ の 端 部 に 移 動 さ せ る 傾 向 を 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 内 の 前 記 第 ２ の 端 部 か ら 前  
記 第 １ の 端 部 ま で 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、
　 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は リ ン グ 形 状 で あ り 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 前 記 ホ イ ー ル デ ィ  
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ス ク に ス リ ー ブ 化 さ れ 、 前 記 く さ び 溝 は 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 内 面 で 前 記 ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク と 接 触 す る よ う に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 可 動 部 は 、 円 筒 状 又 は 球 状 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 駆 動 デ ィ ス ク を 含 み 、 該 駆 動 デ ィ ス ク の 軸 線 が 前 記 モ ー タ シ ャ フ  
ト の 前 記 軸 線 と 整 列 し て お り 、 前 記 駆 動 デ ィ ス ク は 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て 回 転  
し 、 且 つ 前 記 モ ー タ シ ャ フ ト の 前 記 軸 線 の 周 り を 回 転 し 、
　 前 記 駆 動 デ ィ ス ク は 、 前 記 く さ び 溝 に 対 応 す る 駆 動 ブ ロ ッ ク を 有 し て お り 、 該 駆 動 ブ ロ  
ッ ク は 、 前 記 く さ び 溝 内 に 延 び 、 且 つ 前 記 弾 性 部 か ら 離 れ る 前 記 可 動 部 の 面 に 位 置 す る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 電 磁 駆 動 構 造 を 含 み 、 該 電 磁 駆 動 構 造 は 、 前 記 ブ レ ー キ 装 置 の 前  
記 モ ー タ シ ャ フ ト の 前 記 軸 線 を 回 転 軸 線 と し て 使 用 し て 、 前 記 駆 動 デ ィ ス ク を 駆 動 し て 回  
転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 電 磁 駆 動 構 造 の 動 力 出 力 端 に 伝 動 接 続 さ れ た 伝 達 ロ ッ ド を  
さ ら に 含 み 、
　 雄 ネ ジ が 、 前 記 伝 達 ロ ッ ド の 周 面 を 前 記 伝 達 ロ ッ ド の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ  
っ て 形 成 さ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ が 前 記 駆 動 デ ィ ス ク の エ ッ ジ 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ  
ヤ が ネ ジ 山 と 係 合 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス が 、 前 記 電 磁 駆 動 構 造 か ら 離 れ る 前 記 伝 達 ロ ッ ド の 端 部 に 配 置  
さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 弾 性 部 は 、 バ ネ 又 は バ ネ 板 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 モ ー タ 、 減 速 機 、 及 び 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 含 む Ｅ Ｍ Ｂ （ e l e c t r o n i c   m e c h a n i c a l   b r a k e  
） シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 駐 車 メ カ ニ ズ ム は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク 、 及  
び 駆 動 ア セ ン ブ リ を 含 み 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に 固  
定 し て 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 、 前 記 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ  
ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク の 軸 線 及 び 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の  
軸 線 が 、 前 記 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 と 整 列 さ れ 、
　 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す る 開 口 部 を 含 む く さ び 溝 が 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す  
る 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク と 接 触 す る 可 動 部 が 前 記  
く さ び 溝 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 く さ び 溝 の 底 部 か ら 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 向 か う 方 向 に お  
い て 、 前 記 く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の サ イ ズ よ り も 大 き く 、 前 記 く さ  
び 溝 の 第 ２ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の 前 記 サ イ ズ よ り も 小 さ く 、
　 弾 性 部 が 、 前 記 可 動 部 と 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 弾 性 部  
は 、 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 状 態 に あ り 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 か  
ら 前 記 第 ２ の 端 部 に 移 動 さ せ る 傾 向 を 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 内 の 前 記 第 ２ の 端 部 か ら 前  
記 第 １ の 端 部 ま で 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 モ ー タ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト を 使 用 し て 前 記 減 速 機 に 伝 動 接 続 さ れ 、
　 前 記 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ホ イ ー ル デ ィ ス ク が 、 前 記 モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ 、  
前 記 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク が 、 前 記 モ ー タ の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定  
さ れ る 、
　 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は リ ン グ 形 状 で あ り 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 前 記 ホ イ ー ル デ ィ  
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ス ク に ス リ ー ブ 化 さ れ 、 前 記 く さ び 溝 は 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 内 面 で 前 記 ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク と 接 触 す る よ う に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 可 動 部 は 、 円 筒 状 又 は 球 状 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 駆 動 デ ィ ス ク を 含 み 、 該 駆 動 デ ィ ス ク の 軸 線 が 前 記 モ ー タ シ ャ フ  
ト の 軸 線 と 整 列 し 、 前 記 駆 動 デ ィ ス ク は 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て 回 転 し 、 且 つ 前  
記 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 の 周 り を 回 転 し 、
　 前 記 駆 動 デ ィ ス ク は 、 前 記 く さ び 溝 に 対 応 す る 駆 動 ブ ロ ッ ク を 有 し て お り 、 該 駆 動 ブ ロ  
ッ ク は 、 前 記 く さ び 溝 内 に 延 び 、 且 つ 前 記 弾 性 部 か ら 離 れ る 前 記 可 動 部 の 面 に 位 置 す る 、  
請 求 項 ９ に 記 載 の Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 電 磁 駆 動 構 造 を 含 み 、 該 電 磁 駆 動 構 造 は 、 前 記 ブ レ ー キ 装 置 の 前  
記 モ ー タ シ ャ フ ト の 前 記 軸 線 を 回 転 軸 線 と し て 使 用 し て 、 前 記 駆 動 デ ィ ス ク を 駆 動 し て 回  
転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 電 磁 駆 動 構 造 の 動 力 出 力 端 に 伝 動 接 続 さ れ た 伝 達 ロ ッ ド を  
さ ら に 含 み 、
　 雄 ネ ジ が 、 前 記 伝 達 ロ ッ ド の 周 面 を 前 記 伝 達 ロ ッ ド の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ  
っ て 形 成 さ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ が 前 記 駆 動 デ ィ ス ク の エ ッ ジ 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ  
ヤ が ネ ジ 山 と 係 合 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 車 体 、 ホ イ ー ル ハ ブ 、 及 び Ｅ Ｍ Ｂ （ e l e c t r o n i c   m e c h a n i c a l   b r a k e ） シ ス テ ム を 含 む  
車 両 で あ っ て 、 前 記 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム は 、 モ ー タ 、 減 速 機 、 及 び 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 含 み 、 該  
駐 車 メ カ ニ ズ ム は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク 、 及 び 駆 動 ア セ ン ブ リ を 含 み 、  
前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ る よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 、 前 記 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ  
れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク の 軸 線 及 び 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 軸 線 が 、 前 記 モ ー タ シ ャ フ  
ト の 軸 線 と 整 列 さ れ 、
　 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す る 開 口 部 を 含 む く さ び 溝 が 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す  
る 前 記 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク と 接 触 す る 可 動 部 が 前 記  
く さ び 溝 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 く さ び 溝 の 底 部 か ら 前 記 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 向 か う 方 向 に お  
い て 、 前 記 く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の サ イ ズ よ り も 大 き く 、 前 記 く さ  
び 溝 の 第 ２ の 端 部 の 溝 深 さ が 前 記 可 動 部 の サ イ ズ よ り も 小 さ く 、
　 弾 性 部 が 、 前 記 可 動 部 と 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 弾 性 部  
は 、 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 状 態 に あ り 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 の 前 記 第 １ の 端 部 か  
ら 前 記 第 ２ の 端 部 に 移 動 さ せ る 傾 向 を 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 可 動 部 を 駆 動 し て 前 記 く さ び 溝 内 を 前 記 第 ２ の 端 部 か ら 前  
記 第 １ の 端 部 ま で 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 モ ー タ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト を 使 用 し て 前 記 減 速 機 に 伝 動 接 続 さ れ 、
　 前 記 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ホ イ ー ル デ ィ ス ク が 、 前 記 モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 し て 接 続 さ れ 、  
前 記 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク が 、 前 記 モ ー タ の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定  
さ れ 、
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の モ ー タ シ ャ フ ト が 、 前 記 ホ イ ー ル ハ ブ に 伝 動 接 続 さ れ る 、
　 車 両 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 車 両 の 制 動 技 術 の 分 野 に 関 し 、 特 に 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 、 及 び  
車 両 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 油 圧 を 使 用 し て ピ ス ト ン を 押 し て 摩 擦 板 を 押 す 従 来 の ブ レ ー キ と は 異 な り 、 電 子 機 械 ブ  
レ ー キ （ E l e c t r o n i c   M e c h a n i c a l   B r a k e ,   Ｅ Ｍ Ｂ ） シ ス テ ム は 、 車 輪 側 の モ ー タ を 使 用  
し て 減 速 機 を 駆 動 し 、 次 に 回 転 運 動 を 直 線 運 動 に 変 換 す る 機 械 構 造 （ 例 え ば 、 ボ ー ル ネ ジ  
、 カ ム 機 構 、 ス ラ イ ダ ー ・ ク ラ ン ク 機 構 ） を 駆 動 し 、 最 後 に 摩 擦 板 を 駆 動 し て 制 動 を 実 現  
す る ブ レ ー キ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 次 の ２ つ の 理 由 か ら 、 電 子 駐 車 ブ レ ー キ （ e l e c t r o n i c   p a r k i n g   b r a k e ,   E P B ） ユ ニ ッ  
ト を Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム に 統 合 す る 必 要 が あ る ： １ ． Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の モ ー タ 及 び 動 作 機 構 が  
制 動 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の こ の セ ッ ト を 使 用 し て コ ス ト を 削 減 す  
る こ と が で き る 。 ２ ． Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 動 作 機 構 は 自 己 ロ ッ ク で は な い 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム  
の モ ー タ の 電 源 が オ フ に な る と 、 動 作 機 構 が リ バ ウ ン ド し （ r e b o u n d ： 跳 ね 返 り ） 、 ブ レ  
ー キ が 解 除 さ れ る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の モ ー タ の 電 源 を 長 時 間 に 亘 っ て 入 れ た ま ま に す る と  
、 重 大 な 加 熱 の 問 題 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 Ｅ Ｐ Ｂ ユ ニ ッ ト は 、 長 時 間 の ブ レ ー キ が 必  
要 な 場 合 に 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 動 作 機 構 を ロ ッ ク す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 動  
作 機 構 は リ バ ウ ン ド で き ず 、 ブ レ ー キ が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 在 、 Ｅ Ｐ Ｂ ユ ニ ッ ト を Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム に 統 合 す る こ と に よ り 駐 車 を 実 施 す る こ と が で  
き る が 、 駐 車 力 （ p a r k i n g   f o r c e ） の 変 化 は 段 階 的 で あ る こ と が 多 く 、 駐 車 力 が 増 加 す る  
と 車 両 が ス ラ イ ド す る 可 能 性 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 は 、 車 両 を 制 動 し て 停 止 さ せ る た め の 無 段 階 可 変 の 駐 車 力 を 与 え る 、 駐 車 メ カ ニ ズ  
ム 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム 、 及 び 車 両 を 提 供 す る 。 こ れ に よ り 、 駐 車 力 が 増 加 し た と き に 一 方 向  
の ロ ッ ク を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 本 願 は 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 提 供 す る 。 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 車 両 の Ｅ Ｍ  
Ｂ シ ス テ ム に 統 合 し て 、 車 両 に ブ レ ー キ を か け て 駐 車 さ せ る こ と が で き る 。 駐 車 メ カ ニ ズ  
ム は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク （ w e d g e   d i s c ） 、 及 び 駆 動 ア セ ン ブ リ を 含  
む 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は 、 ブ レ ー キ 装 置 （ 例 え ば 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム ） の モ ー タ シ ャ フ ト に  
固 定 し て 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト と 共 に 回 転 す る こ と  
が で き る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ て お  
り 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が 回 転 す る と 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク が ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク  
に 対 し て 回 転 す る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク の 軸 線 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 軸 線 が 、 ブ レ ー キ 装  
置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 と 整 列 し て い る 。 従 っ て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は 、 モ ー タ シ ャ フ  
ト の 軸 線 を 回 転 軸 線 と し て 使 用 し て 、 モ ー タ シ ャ フ ト と 共 に ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て 回  
転 す る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す る 開 口 部 を 含 む く さ び 溝 が 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 面 す る  
ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 面 に 形 成 さ れ 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク と 接 触 す る 可 動 部 が く さ び 溝 内 に 配  
置 さ れ 、 く さ び 溝 の 底 部 か ら ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 向 か う 方 向 に お い て 、 く さ び 溝 の 第 １ の  
端 部 の 溝 深 さ が 可 動 部 の サ イ ズ よ り も 大 き く 、 く さ び 溝 の 第 ２ の 端 部 の 溝 深 さ が 可 動 部 の  
サ イ ズ よ り も 小 さ い 。 可 動 部 が く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 と の 間 を 移 動 す る と 、  
可 動 部 と ホ イ ー ル デ ィ ス ク と の 間 の 摩 擦 が 変 化 す る 。 弾 性 部 が 、 可 動 部 と く さ び 溝 の 第 １  
の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 弾 性 部 は 圧 縮 さ れ た エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 状 態 に あ る た め 、 弾 性 部 は  
、 可 動 部 を 駆 動 し て く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 に 移 動 さ せ る 傾 向 （ t r e n d ） を  
有 し て い る 。 弾 性 部 に よ っ て 可 動 部 を 駆 動 し て く さ び 溝 の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 に 移  
動 さ せ る と き に 、 可 動 部 は 、 く さ び 溝 の 構 造 上 の 制 限 に よ り ホ イ ー ル デ ィ ス ク に 押 し 付 け  
ら れ 、 可 動 部 と ホ イ ー ル デ ィ ス ク と の 間 の 摩 擦 が 徐 々 に 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ 得 る 。 駆  
動 ア セ ン ブ リ は 、 可 動 部 を 駆 動 し て 、 弾 性 部 の 弾 性 ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー に 逆 ら っ て 、  
く さ び 溝 の 第 ２ の 端 部 か ら 第 １ の 端 部 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 で 提 供 す る 駐 車 メ カ ニ ズ ム が 駐 車 用 ブ レ ー キ 装 置 に 使 用 さ れ る 場 合 に 、 駆 動 ア セ ン  
ブ リ に よ っ て 駆 動 さ れ る 弾 性 部 が く さ び 溝 と 協 働 し て 可 動 部 に 圧 力 を 加 え る こ と が で き る  
こ と が 分 か り 得 る 。 可 動 部 と ホ イ ー ル デ ィ ス ク と の 間 に は 大 き な 摩 擦 が 生 じ 、 ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク は ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て 固 定 さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト は モ ー タ ハ  
ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ 、 車 両 の 制 動 を 実 施 し て 停 止 さ せ る 。 こ の 場 合 に 、 ブ レ ー キ 装  
置 の モ ー タ シ ャ フ ト が ロ ッ ク さ れ る 。 駐 車 を 解 除 す る 必 要 が あ る 場 合 に 、 駆 動 ア セ ン ブ リ  
を 制 御 し て 、 可 動 部 を 駆 動 さ せ て く さ び 溝 内 の 第 ２ の 端 部 か ら 第 １ の 端 部 に 移 動 さ せ る 。  
可 動 部 と ホ イ ー ル デ ィ ス ク と の 間 の 摩 擦 は 徐 々 に 小 さ く な り 、 無 視 す る こ と さ え す る こ と  
が で き る 。 こ の 場 合 に 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク は ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て 回 転 し 、 そ れ に よ  
っ て 、 モ ー タ シ ャ フ ト は モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 回 転 し 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ  
ト は ロ ッ ク さ れ な い 。 く さ び 溝 内 の 可 動 部 の 動 き が 連 続 的 で あ る た め 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム は  
駐 車 力 を 無 段 階 に 調 整 で き 、 可 動 部 と く さ び 溝 と の 間 の 協 働 に よ り 、 駐 車 力 が 増 加 す る と  
、 一 方 向 の ロ ッ ク を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 可 能 な 実 施 態 様 で は 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は リ ン グ 形 状 で あ り 、 円 筒 形 状 の 孔 が ウ ェ ッ ジ  
デ ィ ス ク の 中 心 に 配 置 さ れ る 。 円 筒 形 状 の 孔 の サ イ ズ が 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク の 周 面 に 一 致  
し 、 そ れ に よ っ て 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク は ホ イ ー ル デ ィ ス ク に ス リ ー ブ 化 さ れ る （ s l e e v e d  
） 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 構 造 に 基 づ い て 、 く さ び 溝 が 、 ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク の 丸 孔 と 接 触 す る ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 内 壁 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 い く つ か の 可 能 な 実 装 態 様 で は 、 可 動 部 は 、 円 筒 構 造 、 球 状 構 造 、 又 は 別 の 同 様 の 構 造  
に 関 す る も の で あ り 得 る 。 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 く さ び 溝 内 で の 可 動 部 の 動 き が 容 易 に  
な る 。 弾 性 部 は 、 バ ネ 又 は バ ネ 板 で あ っ て も よ い 。 可 動 部 が 球 状 構 造 に 関 す る も の で あ り  
、 弾 性 部 が バ ネ で あ る 場 合 に 、 弾 性 部 は 可 動 部 と 良 好 に 接 触 し て 力 を 支 え る こ と が で き る  
こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 構 造 に 基 づ い て 、 可 能 な 実 施 態 様 で は 、 駆 動  
ア セ ン ブ リ は 駆 動 デ ィ ス ク を 含 み 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 延 長 方 向 に お い て 、  
駆 動 デ ィ ス ク は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 任 意 の 面 に 配 置 さ れ 得 る 。 駆  
動 デ ィ ス ク の 軸 線 が モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 と 整 列 し 、 駆 動 デ ィ ス ク は 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク  
に 対 し て モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 の 周 り に 回 転 す る 。 駆 動 デ ィ ス ク は 駆 動 ブ ロ ッ ク を 有 し 、  
駆 動 ブ ロ ッ ク は 、 く さ び 溝 内 に 延 び 、 且 つ 弾 性 部 か ら 離 れ る 可 動 部 の 面 に 位 置 す る 。 駆 動  
デ ィ ス ク が 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 を 回 転 軸 線 と し て 使 用 し て ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク に 対 し て  
回 転 す る と 、 駆 動 ブ ロ ッ ク は く さ び 溝 内 を 移 動 す る 。 さ ら に 、 駆 動 ブ ロ ッ ク が 、 駆 動 デ ィ  
ス ク と 共 に 移 動 し 、 く さ び 溝 内 を 第 ２ の 端 部 か ら 第 １ の 端 部 に 移 動 す る と 、 駆 動 ブ ロ ッ ク  
は 、 可 動 部 を 駆 動 し て 、 弾 性 部 の 弾 性 ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー に 逆 ら っ て 第 １ の 端 部 に 移  
動 す る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ シ ャ フ ト の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 駆 動 ア セ ン ブ リ は 、 駆 動 デ ィ ス ク を 駆 動 し て 回 転 さ せ る 動 力 源 を さ ら に 含 む 。 動 力 源 は  
、 電 磁 駆 動 構 造 で あ っ て も よ く 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 を 回 転 軸 線 と し て 使 用 し て 駆 動 デ  
ィ ス ク を 駆 動 し て 回 転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 電 磁 駆 動 構 造 の 電 源 が オ フ に さ れ た と き に 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 自 己 ロ ッ ク を 実 現 す る た め  
に 、 駆 動 ア セ ン ブ リ は 伝 達 ロ ッ ド を さ ら に 含 む こ と が で き る 。 伝 達 ロ ッ ド の 周 面 を 伝 達 ロ  
ッ ド の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 雄 ネ ジ が 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 ウ ォ ー ム ギ  
ヤ が 、 駆 動 デ ィ ス ク の エ ッ ジ 部 に 形 成 さ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ は ネ ジ 山 と 係 合 す る 。 従 っ て 、  
伝 達 ロ ッ ド 及 び 駆 動 デ ィ ス ク は 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ 及 び ウ ォ ー ム ア セ ン ブ リ を 形 成 し て 、 自 己  
ロ ッ ク を 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 加 え て 、 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス が 、 電 磁 駆 動 構 造 か ら 離 れ た 伝 達 ロ ッ ド の 端 部 に さ ら  
に 配 置 さ れ る 。 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス は 、 六 角 柱 形 状 、 内 側 六 角 形 状 、 ト ル ク ス 形 状 等  
で あ っ て も よ い 。 電 磁 駆 動 構 造 の 電 源 が オ フ に な る と 、 作 業 員 は 、 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ  
ス に 作 用 す る レ ン チ を 使 用 し て 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 操 作 し 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト  
の ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 本 願 は 、 モ ー タ 、 減 速 機 、 及 び 前 述 の 技 術 的 解 決 策 の い ず れ か に  
お け る 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 含 む Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム を さ ら に 提 供 す る 。 モ ー タ は 、 モ ー タ シ ャ フ  
ト を 使 用 し て 減 速 機 に 伝 動 接 続 さ れ 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ホ イ ー ル デ ィ ス ク が モ ー タ シ ャ フ  
ト に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム の ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク が 、 モ ー タ の モ ー タ ハ ウ ジ ン  
グ に 対 し て 固 定 さ れ る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム は 、 前 述 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 使 用 し て 制 動 を 実 施  
す る こ と が で き 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 全 て の 有 利 な 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。 詳 細 に つ  
い て は 、 こ こ で は 再 び 説 明 し な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 本 願 は さ ら に 車 両 を 提 供 す る 。 車 両 は 、 車 体 、 ホ イ ー ル ハ ブ 、 及  
び Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム を 含 む 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の モ ー タ シ ャ フ ト が 、 ホ イ ー ル ハ ブ に 伝 動 接 続  
さ れ て お り 、 最 終 的 に は ホ イ ー ル ハ ブ を 制 動 す る こ と に よ っ て ブ レ ー キ が か け ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム に お い て 互 い に 協 働 す る ホ イ ー ル デ ィ ス  
ク 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム に お い て 可 動 部 が く さ び 溝 の 第 ２ の 端 部  
に 接 近 し た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 主 要 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 構 造 の Ｃ － Ｃ 断 面 図 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 動 作 原 理 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ ｂ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム の 動 作 原 理 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ ａ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ ｂ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 願 の 一 実 施 形 態 に よ る 車 両 の 構 造 の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 現 在 、 車 両 を 制 動 す る た め に Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。 Ｅ Ｐ Ｂ ユ ニ ッ ト  
を Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム に 統 合 し た 後 に 、 Ｅ Ｐ Ｂ ユ ニ ッ ト は 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 動 作 機 構 を ロ ッ  
ク し て 制 動 を 維 持 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 現 在 の Ｅ Ｐ Ｂ ユ ニ ッ ト の 適 用 範 囲 は  
限 定 的 で あ り 、 無 段 階 変 化 （ 連 続 変 化 と も 呼 ば れ 得 る ） を 実 現 す る こ と が で き ず 、 駐 車 力  
が 増 加 す る と 車 両 が 滑 り 易 く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ を 考 慮 し て 、 本 願 の 実 施 形 態 は 、 前 述 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム に  
統 合 す る こ と が で き る 駐 車 メ カ ニ ズ ム を 提 供 す る 。 本 願 の 目 的 、 技 術 的 解 決 策 、 及 び 利 点  
を よ り 明 確 に す る た め に 、 以 下 で は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 願 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説  
明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 形 態 で 使 用 す る 用 語 は 、 単 に 特 定 の 実 施 形 態 を 説 明 す る こ と を 意 図 し て お り 、 本 願  
を 限 定 す る こ と を 意 図 し て い な い 。 本 明 細 書 及 び 本 願 の 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 使 用 さ れ  
る 単 数 形 の 「 １ つ の （ o n e ） 」 、 「 １ つ の （ a ） 」 、 「 そ の （ t h e ） 」 、 「 前 述 の （ t h e   f o  



10

20

30

40

50

JP 7371176 B2 2023.10.30(7)

r e g o i n g ） 」 、 「 こ れ （ t h i s ） 」 、 及 び 「 そ の １ つ （ t h e   o n e ） 」 と い う 用 語 は 、 文 脈 で  
明 確 に 指 定 し な い 限 り 、 「 １ つ 又 は 複 数 」 の よ う な 複 数 形 を 含 む こ と も 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 明 細 書 等 に 記 載 す る 「 一 実 施 形 態 」 又 は 「 い く つ か の 実 施 形 態 」 へ の 言 及 は 、 本 願 の  
１ つ 又 は 複 数 の 実 施 形 態 が 、 実 施 形 態 と 組 み 合 わ せ て 説 明 す る 特 定 の 特 徴 、 構 造 、 又 は 特  
性 を 含 む こ と を 意 味 す る 。 こ う し て 、 本 明 細 書 の 様 々 な 部 分 に 現 れ る 「 一 実 施 形 態 で は 」  
、 「 い く つ か の 実 施 形 態 で は 」 、 「 い く つ か の 他 の 実 施 形 態 で は 」 、 「 い く つ か の 追 加 の  
実 施 形 態 で は 」 等 の 語 句 は 、 必 ず し も 同 じ 実 施 形 態 を 参 照 す る こ と を 意 味 し な い が 、 特 に  
強 調 し な い 限 り 、 「 全 て の 実 施 形 態 で は な く 、 １ つ 又 は 複 数 の 実 施 形 態 」 を 意 味 す る 。 「  
含 む 、 有 す る （ i n c l u d e ） 」 、 「 有 す る 、 含 む （ h a v e ） 」 と い う 用 語 、 及 び そ れ ら の 変 形  
は 全 て 、 別 の 方 法 で 特 に 強 調 し な い 限 り 、 「 ～ を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 」 こ と を  
意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ を 参 照 さ れ た い 。 本 願 の 一 実 施 形 態 は 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ を 提 供 す る 。 駐 車 メ カ  
ニ ズ ム １ ０ を Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム と 同 様 の ブ レ ー キ 装 置 に 組 み 込 ん で 、 車 両 等 の 装 置 を 制 動 す  
る こ と が で き る 。 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ 、 及  
び 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ を 含 む 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 取 付 け 時 に ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ  
ャ フ ト に 固 定 さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト は 、 動 作 中 に モ ー シ ョ ン ユ ニ ッ ト に 相  
当 す る 。 具 体 的 に は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び モ ー タ シ ャ フ ト は 、 動 作 中 に 同 期 し て 動 く  
。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は 、 取 付 け 時 に ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ  
、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ は 、 動 作 中 に 固 定 ユ ニ ッ ト に 相 当 す る 。 具 体 的 に は 、  
動 作 中 に 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ 、 モ ー タ シ ャ フ ト は  
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 し 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ も 、 モ ー タ シ ャ フ ト と 共 に 、 ウ ェ  
ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 し て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 高 さ の 低 い 円 筒 に 相 当 す る 円 板 形 状 の 構 造 を 有 し 、 対 向 す る ２  
つ の 面 を 有 す る 。 ２ つ の 面 の 間 の 距 離 が 、 円 筒 の 高 さ 、 す な わ ち ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 厚  
さ に 相 当 す る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線 が モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ と 整 列 さ れ 、 そ れ に  
よ っ て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は モ ー タ シ ャ フ ト と 同 軸 で 回 転 し 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び  
モ ー タ シ ャ フ ト は 同 じ 回 転 角 速 度 を 有 す る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ も 、 高 さ の 低 い 円 筒 に 相  
当 す る 円 板 形 状 の 構 造 で あ り 得 、 対 向 す る ２ つ の 面 を 有 す る 。 ２ つ の 面 の 間 の 距 離 が 、 円  
筒 の 高 さ 、 す な わ ち ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 厚 さ に 相 当 す る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は 、 ウ ェ  
ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 軸 線 に 沿 っ て 延 び 、 ウ ェ ッ ジ の 厚 さ を 貫 通 す る 円 筒 形 状 の 孔 を 有 す る 。  
円 筒 孔 の 内 径 が 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 半 径 方 向 の 周 面 の サ イ ズ に 相 当 し 、 そ れ に よ っ て  
、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ を ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に ス リ ー ブ 化 す る こ と が で き 、 ス リ ー ブ 化 さ  
れ た ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 軸 線 は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線 と 整 列 さ れ る 。 こ の よ う に  
し て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 軸 線 、 及 び モ ー タ シ ャ フ ト の 軸  
線 Ｑ が 整 列 さ れ る 。 ブ レ ー キ 装 置 が 停 止 し て い な い と き に 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ  
ト は 正 転 （ r o t a t e s   n o r m a l l y ） し 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ を  
回 転 軸 線 と し て 使 用 し て ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 し て 回 転 す る 。 ブ レ ー キ 装 置 の 制 動 を 実  
現 す る に は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が 回 転 を 停 止 す る ま で （ ブ レ ー キ 装 置 の モ ー  
タ シ ャ フ ト が 回 転 を 停 止 す る こ と は 、 ブ レ ー キ 装 置 が 停 止 し て い る こ と に 相 当 す る ） 、 ブ  
レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 回 転 速 度 を 低 下 さ せ る た め に 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ  
フ ト に ブ レ ー キ を か け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に 面 す る 開 口 部 を 含 む 少 な く と も １ つ の く さ び 溝 ２ １ が 、 ホ イ ー ル  
デ ィ ス ク １ に 面 す る ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 面 に 形 成 さ れ る 。 図 １ で は 、 円 筒 孔 は 、 ホ イ ー  
ル デ ィ ス ク １ に 面 す る ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 面 で あ り 、 く さ び 溝 ２ １ が 円 筒 孔 の 内 壁 に 形  
成 さ れ る 。 円 筒 孔 の 周 方 向 に 、 ３ 本 の く さ び 溝 ２ １ が 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 円 筒 孔 の 内  
壁 に 均 等 に 配 置 さ れ る 。 く さ び 溝 ２ １ の い ず れ か １ つ を 参 照 し て 、 収 容 ス ペ ー ス が 、 く さ  
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び 溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 半 径 方 向 の 外 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 具 体 的 な 構 造 、 並 び に ホ  
イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 協 働 を 参 照 す る と 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、  
ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線 方 向 の 中 心 に 丸 孔 Ａ を 有 し て お り 、 丸 孔 Ａ は 、 取 付 け 時 に ブ レ  
ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に ス リ ー ブ 化 さ れ 得 る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 ス プ ラ イ ン 等  
を 使 用 し て ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 さ れ 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ を 回 転 軸  
線 と し て 使 用 し て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ が ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト と 共 に 回 転 す る  
の を 確 実 に す る こ と が で き る 。 く さ び 溝 ２ １ は 、 第 １ の 端 部 ａ １ 及 び 第 ２ の 端 部 ａ ２ を 有  
す る 。 く さ び 溝 ２ １ の 底 部 か ら ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に 向 か う 方 向 に お い て 、 第 １ の 端 部 ａ  
１ に お け る 溝 深 さ ｈ １ が 、 第 ２ の 端 部 ａ ２ に お け る 溝 深 さ ｈ ２ よ り も 大 き い 。 第 １ の 端 部  
ａ １ か ら 第 ２ の 端 部 ａ ２ に 向 か う 方 向 （ 図 １ に お け る 回 転 方 向 に 相 当 ） に お い て 、 く さ び  
溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 に 形 成 さ れ る 収 容 ス ペ ー ス が 徐 々 に 減 少 す る 。 こ こ で  
、 溝 深 さ は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 半 径 方 向 に お け る く さ び 溝 ２ １ の 寸 法 で あ  
り 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 半 径 方 向 は 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 に 直 交 し て モ ー  
タ シ ャ フ ト の 軸 線 を 通 過 す る 方 向 で あ る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ が  
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る 以 外 の 方 法 で 協 働 す る と き に 、 く さ び 溝 ２ １ の 底 部 と ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク １ と の 間 の 距 離 が 上 記 の 要 件 を 満 た す こ と を 条 件 と し て 、 く さ び 溝 ２ １ の 位 置 を そ  
れ に 応 じ て 調 整 す る 必 要 が あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ を 参 照 し 、 且 つ 引 き 続 き 図 １ を 参 照 す る と 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と 接 触 す る 可 動 部  
２ ２ が 、 く さ び 溝 ２ １ 内 に 配 置 さ れ る 。 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 半 径 方 向 に お い  
て 、 く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の 端 部 ａ １ に お け る 溝 深 さ は 、 可 動 部 ２ ２ の サ イ ズ よ り も 大 き く  
、 く さ び 溝 ２ １ の 第 ２ の 端 部 ａ ２ に お け る 溝 深 さ は 、 可 動 部 ２ ２ の サ イ ズ よ り も 小 さ い 。  
ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と を 組 み 立 て た 後 に 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は ホ  
イ ー ル デ ィ ス ク １ に ス リ ー ブ 化 さ れ 、 く さ び 溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 に 形 成 さ  
れ る 収 容 ス ペ ー ス は 、 可 動 部 ２ ２ の 運 動 の た め に 使 用 さ れ る 。 可 動 部 ２ ２ 及 び く さ び 溝 ２  
１ の サ イ ズ 制 限 に 基 づ い て 、 可 動 部 ２ ２ が く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の 端 部 ａ １ と 第 ２ の 端 部 ａ  
２ と の 間 の 位 置 に あ る と き に 、 可 動 部 ２ ２ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と く さ び 溝 ２ １ の 内 壁  
と の 両 方 に 接 触 し 、 そ の 位 置 で の 可 動 部 ２ ２ は 、 応 力 を 受 け な い 。 可 動 部 ２ ２ が く さ び 溝  
２ １ の 第 １ の 端 部 ａ １ に 向 け て 移 動 す る と 、 く さ び 溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の  
収 容 ス ペ ー ス が 徐 々 に 広 が り 、 可 動 部 ２ ２ は 、 く さ び 溝 ２ １ の 内 壁 又 は ホ イ ー ル デ ィ ス ク  
１ の い ず れ か に 接 触 し 得 る 。 こ れ は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト に よ る ホ イ ー ル デ ィ  
ス ク １ の 回 転 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 す る 相 対 的 な 回 転 に 影 響 を 与 え な い 。 可 動 部 ２  
２ が く さ び 溝 ２ １ の 第 ２ の 端 部 ａ ２ に 向 け て 移 動 す る と 、 く さ び 溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス  
ク １ と の 間 の 収 容 ス ペ ー ス が 徐 々 に 減 少 し 、 同 時 に 、 可 動 部 ２ ２ が 、 く さ び 溝 ２ １ の 内 壁  
及 び ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に よ っ て 圧 迫 さ れ る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 構 造 が 比 較 的 安 定 し  
て い る た め 、 く さ び 溝 ２ １ が 可 動 部 ２ ２ を 圧 迫 し 、 可 動 部 ２ ２ が ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に 作  
用 し 、 そ れ に よ っ て 、 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 が 徐 々 に 増 加 し 、 徐  
々 に 増 加 す る 摩 擦 は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト と 共 に 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 す  
る ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 回 転 に 影 響 を 与 え る 。 摩 擦 が 臨 界 値 ま で 増 加 す る と 、 ホ イ ー ル デ  
ィ ス ク １ は 可 動 部 ２ ２ に 対 し て 静 止 す る 。 具 体 的 に は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は ウ ェ ッ ジ デ  
ィ ス ク ２ に 対 し て 静 止 す る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ が 静 止 し て い る こ と は 、 ブ レ ー キ 装 置 の  
モ ー タ シ ャ フ ト が 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て ロ ッ ク さ れ て い る こ と に 相 当 す る 。 つ ま り  
、 ブ レ ー キ 装 置 は 停 止 し て い る 。 な お 、 く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の 端 部 ａ １ と 第 ２ の 端 部 ａ ２  
と の 間 の ス ペ ー ス の 変 化 は 緩 や か で あ る た め 、 可 動 部 ２ ２ の 第 １ の 端 部 ａ １ か ら 第 ２ の 端  
部 ａ ２ へ の 動 き も 緩 や か で あ る と 考 え ら れ 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。 こ の た め 、 ブ レ ー キ  
装 置 で は 、 ブ レ ー キ 装 置 の 駐 車 力 の 変 化 が 緩 や か で あ る 。 こ れ に よ り 、 駐 車 力 の 無 段 階 の  
調 整 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 可 動 部 ２ ２ を 制 御 し て く さ び 溝 ２ １ 内 で 移 動 さ せ て 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 す る ホ イ  
ー ル デ ィ ス ク １ の 動 き を 変 化 さ せ る に は 、 例 え ば 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 バ ネ と し て 示  
さ れ る 弾 性 部 ２ ３ が 、 本 願 の こ の 実 施 形 態 で 提 供 す る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ に お い て 、 可 動  
部 ２ ２ と く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の 端 部 ａ １ と の 間 に さ ら に 配 置 さ れ る 。 弾 性 部 ２ ３ は 、 圧 縮  
し た エ ネ ル ギ ー 蓄 積 状 態 に あ る 。 具 体 的 に は 、 弾 性 部 ２ ３ は 、 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て 第 １  
の 端 部 ａ １ か ら 第 ２ の 端 部 ａ ２ に 移 動 さ せ る 傾 向 を 有 す る 。 外 力 の 干 渉 が な い 状 態 で は 、  
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 前 述 の 解 析 を 参 照 す る と 、 弾 性 部 ２ ３ は 、 可 動 部 ２ ２ を く さ び 溝  
２ １ の 第 ２ の 端 部 ｂ ２ ま で 駆 動 す る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ が ロ ッ ク さ れ た 後 に 、 ブ レ ー キ  
装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が ロ ッ ク さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ は 、 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て 第 ２ の 端 部 ａ ２ か ら 第 １ の 端 部 ａ １ に 移 動  
さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 が  
減 少 す る 。 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ が 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て 第 ２ の 端 部 ａ ２ か ら 第 １ の 端 部 ａ １  
に 移 動 さ せ る と 、 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 が 減 少 し て 殆 ど な く な る  
ま で 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が 正 転 し  
、 こ こ で モ ー タ シ ャ フ ト は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に 固 定 し て 接 続 さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置 は 停  
止 状 態 か ら 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 構 造 及 び 協 働 方 法 に 基 づ い て 、 駆 動 ア セ  
ン ブ リ ３ は 、 円 形 デ ィ ス ク 構 造 の 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 含 む こ と が で き る 。 駆 動 デ ィ ス ク ３  
１ も 高 さ の 低 い 円 筒 に 相 当 し 、 対 向 す る ２ つ の 面 を 有 す る 。 ２ つ の 面 の 間 の 距 離 が 、 円 筒  
の 高 さ 、 す な わ ち 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ の 厚 さ に 等 し い 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は 、 ブ レ ー キ 装  
置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 半 径 方 向 に お い て ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ に ス リ ー ブ 化 さ れ 、 駆 動 デ ィ  
ス ク ３ １ は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ の 方 向 に お い て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク  
１ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の い ず れ か の 側 に 配 置 さ れ る 。 く さ び 溝 内 に 延 び る 駆 動 ブ ロ ッ  
ク ３ １ １ が 駆 動 デ ィ ス ク に ３ １ に 形 成 さ れ 、 ま た 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ は 、 可 動 部 ２ ２ の  
弾 性 部 ２ ３ か ら 離 れ る 側 に 配 置 さ れ 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て 第 ２ の  
端 部 ａ ２ か ら 第 １ の 端 部 ａ １ に 移 動 さ せ る 力 を 可 動 部 ２ ２ に 加 え 易 く す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 可 動 部 ２ ２ は 円 筒 形 で あ り 、 円 筒 形 の 可 動 部 ２ ２ は 、 以 下 の  
方 法 で く さ び 溝 ２ １ 内 に 配 置 さ れ る 。 円 筒 状 の 可 動 部 ２ ２ の 軸 線 が 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー  
タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ と 平 行 で あ り 、 円 筒 状 の 可 動 部 ２ ２ の 半 径 方 向 の 周 面 が 、 く さ び 溝 ２  
１ の 内 壁 及 び ／ 又 は ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と 接 触 し て い る 。 い く つ か の 他 の 実 施 形 態 で は 、  
可 動 部 ２ ２ は 代 替 的 に 球 形 で あ っ て も よ く 、 球 形 の 可 動 部 を く さ び 溝 ２ １ 内 に 配 置 す る 方  
法 は 限 定 さ れ な い 。 可 動 部 ２ ２ の く さ び 溝 ２ １ 内 の ２ つ の 形 態 の 運 動 は 、 可 動 部 ２ ２ の く  
さ び 溝 内 の 運 動 が ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 制 動 状 態 を 制 御 で き る こ と を 条 件 と し  
て 、 回 転 （ r o l l i n g ） で あ っ て も よ く 、 並 進 運 動 で あ っ て も よ く 、 又 は 回 転 と 並 進 運 動 と の  
組 合 せ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 動 作 方 式 は 、 適  
用 要 件 に 基 づ い て 、 バ タ フ ラ イ フ リ ク シ ョ ン ブ ロ ッ ク 構 造 、 ラ チ ェ ッ ト ホ イ ー ル 構 造 、 ラ  
チ ェ ッ ト デ ィ ス ク 構 造 等 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 詳 細 に つ い て は 、 こ こ で は 説 明 し な  
い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ で は 、 弾 性 部 ２ ３ は バ ネ で あ り 、 可 動 部 ２ ２ は 球 状 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る  
。 バ ネ の ら せ ん 構 造 に よ っ て 、 可 動 部 ２ ２ と 接 触 す る バ ネ の 側 部 を 円 形 状 に す る こ と が 可  
能 に な り 、 そ れ に よ っ て 、 バ ネ は 、 球 状 の 可 動 部 ２ ２ の 球 面 に よ り よ く 適 合 し 、 可 動 部 ２  
２ の く さ び 溝 ２ １ 内 で の 運 動 を 案 内 し 、 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 電 子 ブ レ ー キ を 実 現 す る た め に 、 本 願 の 実 施 形 態 で 提 供 す る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 駆 動  
ア セ ン ブ リ ３ は 動 力 源 を さ ら に 含 み 、 動 力 源 は 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 駆 動 し て ブ レ ー キ 装  
置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ を 図 ４ に 示 す 。 動 力 源 は 、 具 体 的 に は 、 例 え ば 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ で  
あ っ て も よ い 。 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ は 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ を さ ら に 含 む 。 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 端  
部 が 、 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ の 動 力 出 力 端 に 接 続 さ れ る 。 電 磁 駆 動 機 構 ３ ２ は 、 伝 達 ロ ッ ド ３  
３ を 駆 動 し て 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る 。 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 周 面 を 伝 達 ロ  
ッ ド ３ ３ の 軸 線 の 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 雄 ネ ジ ｍ が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー  
ム ギ ヤ ｎ が 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ の エ ッ ジ 部 に 形 成 さ れ （ ウ ォ ー ム ギ ヤ ｎ を 明 確 に 示 す た め に  
、 図 ３ で は 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 一 部 を く り 抜 い て 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 後 方 に 位 置  
す る 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 露 出 さ せ て い る ） 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ ｎ は 雄 ネ ジ ｍ と 係 合 し 、 そ れ に  
よ っ て 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ 及 び 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ は 、 ウ ォ ー ム ギ ヤ 及 び ウ ォ ー ム ア セ ン ブ リ  
を 形 成 す る （ 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ は ウ ォ ー ム ギ ヤ に 相 当 し 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ は ウ ォ ー ム に 相  
当 す る ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ の 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 伝 達 関 係 を よ り 明 確 に 示 す た め に 、 図 ６ は 、 図 ５ に 示 さ れ  
る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 構 造 を Ｃ － Ｃ コ ー ナ ー 位 置 の 断 面 図 の 概 略 図 を 示 し て い る 。 ホ イ  
ー ル デ ィ ス ク １ の 中 心 に 形 成 し た 丸 孔 Ａ は 、 使 用 中 に ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ を ブ レ ー キ 装 置  
の モ ー タ シ ャ フ ト に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線  
は 、 モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ と 整 列 さ れ る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １  
に ス リ ー ブ 化 さ れ 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 軸 線 は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の 軸 線 と 整 列 さ れ  
る 。 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ 及 び ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の い ず れ か の 側 に  
配 置 さ れ る 。 モ ー タ シ ャ フ ト が 貫 通 す る 貫 通 孔 Ｄ が 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ の 中 心 に 位 置 し 、  
貫 通 孔 Ｄ の 軸 線 が モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ と 整 列 さ れ る 。 最 後 に 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ の  
軸 線 、 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ の 軸 線 、 及 び 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ の 軸 線 は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー  
タ シ ャ フ ト の 軸 線 Ｑ と 整 列 さ れ る 。 ま た 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 雄 ネ ジ ｍ が ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク  
２ の ウ ォ ー ム ギ ヤ ｎ と 係 合 し て お り 、 そ れ に よ っ て 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 軸 線 の 周 り の 伝 達  
ロ ッ ド ３ ３ の 回 転 が 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 の 周 り の ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２  
の 回 転 に 変 換 さ れ る （ ９ ０ ° の 角 度 に お け る 回 転 換 算 に 相 当 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ 、 及 び 図 ７ に 示 さ れ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 等 角 図 を 参 照 し て 、 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２  
が 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ を 駆 動 し て 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 軸 線 の 周 り を 回 転 さ せ る と き に 、 電 磁 駆 動  
構 造 ３ ２ は 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 駆 動 し て ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 軸 線 の 周 り に 回  
転 さ せ 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ の 回 転 に よ っ て 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が く さ び 溝 ２ １ 内 を 移 動  
す る の を 可 能 に す る 。 弾 性 部 ２ ３ に よ っ て 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の  
端 部 ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 移 動 す る と 、 駆 動 部 ２ ３ は 、 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て く さ び  
溝 ２ １ の 第 １ の 端 部 ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 向 か う 方 向 に 移 動 さ せ 、 そ れ に よ っ て 、 可  
動 部 ２ ２ は 、 く さ び 溝 ２ １ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 に 形 成 さ れ る 収 容 ス ペ ー ス が 小 さ  
い 位 置 に 移 動 す る 。 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ  
ー タ シ ャ フ ト が ロ ッ ク さ れ る ま で 増 大 す る 。 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が く さ び 溝 ２ １ の 第 ２ の  
端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に 移 動 す る と 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ は 、 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し  
て く さ び 溝 の 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に 向 か う 方 向 に 移 動 さ せ る （ す な わ ち 、  
圧 縮 弾 性 部 ２ ３ に 向 か う 方 向 に 移 動 さ せ る ） 。 こ れ に よ り 、 可 動 部 ２ ２ は 、 く さ び 溝 ２ １  
と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 に 形 成 さ れ た 収 容 ス ペ ー ス が 比 較 的 大 き い 位 置 に 向 け て 移 動  
す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る ま で 、 可 動 部 ２ ２  
と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 が 減 少 す る 。 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ 及 び 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を  
含 む ウ ォ ー ム ギ ヤ 及 び ウ ォ ー ム ア セ ン ブ リ が 、 自 己 ロ ッ ク 機 能 を さ ら に 有 す る こ と を 理 解  
さ れ た い 。 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が 制 動 さ れ る と 、 制 動 状 態 に 影 響 を 与 え る こ と  
な く 、 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ の 電 源 を オ フ に す る こ と が で き る 。 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ が 故 障 し  
た 場 合 に 、 可 動 部 ２ ２ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と モ ー タ シ ャ フ ト と の 回 転 に 干 渉 す る こ と  
な く 、 く さ び 溝 ２ １ の 第 ２ の 端 部 ａ ２ か ら 第 １ の 端 部 ａ １ ま で 移 動 す る こ と が で き る 。 こ  
れ に よ り 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 故 障 に よ っ て 生 じ る 被 害 が 軽 減 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 引 き 続 き 図 ７ を 参 照 す る と 、 六 角 柱 状 の レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス ｅ が 、 電 磁 駆 動 構 造 体  
３ ２ か ら 離 れ る 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 端 部 に さ ら に 配 置 さ れ る 。 使 用 中 に 、 作 業 員 は 、 伝 達 ロ  
ッ ド ３ ３ を 操 作 す る た め に 、 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス ｅ 上 の レ ン チ に 直 接 ス リ ー ブ 化 し て  
、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の ブ レ ー キ を 手 動 で 解 除 す る 。 こ れ は 代 替 の 解 決 策 で あ  
る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 具 体 的 に は 、 電 源 が 故 障 し た 場 合 に 、 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ  
ス ｅ に よ り 、 作 業 者 は ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト を 手 動 で ロ ッ ク 解 除 す る の を 容 易 に  
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 い く つ か の 代 替 の 解 決 策 で は 、 レ ン チ イ ン タ ー フ ェ イ ス ｅ は ま た 、 内 側 六 角 形 、 花 弁 形  
状 （ 例 え ば 、 ト ル ク ス （ t o r x ） 形 状 ） 等 で あ っ て も よ い 。 詳 細 に つ い て は 、 こ こ で は 説 明  
し な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ７ の 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ は 、 電 子 ブ レ ー キ 装 置 で 使 用 さ れ る 。 図 ８ ａ 及 び 図  
８ ｂ を 参 照 す る と 、 以 下 で は 、 本 願 の 実 施 形 態 で 提 供 す る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 動 作 原 理  
及 び 動 作 プ ロ セ ス に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 電 子 ブ レ ー キ 装 置 が 静 止 状 態 に あ る と き に 、 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ の 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ の 電  
源 が オ ン に さ れ て 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ を 駆 動 し て 図 ８ ａ に 示 さ れ る 方 向 （ 図 ８ ａ の 電 磁 駆 動  
構 造 体 ３ ２ か ら 離 れ る 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 端 部 に 示 さ れ る 回 転 方 向 ） に 回 転 さ せ 、 伝 達 ロ ッ  
ド ３ ３ は 動 力 を 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ に 伝 達 し 、 そ れ に よ っ て 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ は 図 ８ ａ に  
示 さ れ る 方 向 （ 図 ８ ａ の 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ 側 の 回 転 方 向 ） に 回 転 す る 。 駆 動 デ ィ ス ク ３ １  
が 回 転 し 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に  
向 か う 方 向 に 移 動 可 能 と な り 、 可 動 部 ２ ２ が 駆 動 さ れ る 。 従 っ て 、 可 動 部 ２ ２ は 、 弾 性 部  
２ ３ の 圧 力 に 逆 ら っ て く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に 移 動 す る こ  
と が で き る 。 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 は 、 徐 々 に 減 少 し 、 無 視 す る  
状 態 に さ え な る 。 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト と 一 緒 に 正 転 す  
る 。 具 体 的 に は 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト が ロ ッ ク さ れ て お ら ず 、 ブ レ ー キ 装 置 は  
停 止 し て い な い 。 電 子 ブ レ ー キ 装 置 に よ っ て 車 両 を 駐 車 す る 必 要 が あ る 場 合 に 、 電 磁 駆 動  
構 造 ３ ２ の 電 源 が オ ン に さ れ て 始 動 さ れ 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ を 駆 動 し て 図 ８ ｂ に 示 さ れ る 方  
向 （ 図 ８ ｂ の 電 磁 駆 動 構 造 体 ３ ２ か ら 離 れ る 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ の 端 部 に 示 さ れ る 回 転 方 向 ）  
に 回 転 さ せ 、 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ は 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ に 動 力 を 伝 達 し 、 そ れ に よ っ て 、 駆 動 デ  
ィ ス ク ３ １ は 図 ８ ｂ に 示 さ れ る 方 向 （ 図 ８ ｂ の 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ 側 の 回 転 方 向 ） に 回 転 す  
る 。 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ が 回 転 し 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ が く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 １ の 端 部 ｂ １  
か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 向 か う 方 向 に 移 動 可 能 と な る 。 こ の 場 合 に 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ は  
、 可 動 部 ２ ２ に 作 用 せ ず 、 可 動 部 ２ ２ は 、 弾 性 部 ２ ３ の 圧 力 に よ り く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 １  
の 端 部 ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 移 動 す る 。 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩  
擦 は 、 徐 々 に 増 加 し 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 回 転 が ロ ッ ク さ れ 、 ブ レ ー キ 装 置  
が 停 止 す る ま で 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 回 転 に 対 す る 抵 抗 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 結 論 と し て 、 本 願 の 実 施 形 態 で 提 供 す る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ は 、 オ ー バ ー ラ ン ニ ン グ ク  
ラ ッ チ （ 一 方 向 ク ラ ッ チ と も 呼 ば れ る ） に 相 当 し 、 ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト は 、 駐  
車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 伝 達 構 造 の 協 働 に よ り 、 以 下 の ２ つ の 状 態 を 実 現 す る こ と が で き る ：  
可 動 部 ２ ２ 及 び く さ び 溝 ２ １ の 協 働 に よ り 一 方 向 ク ラ ッ チ の 効 果 （ モ ー タ シ ャ フ ト の 一 方  
向 の ロ ッ ク ） を 実 現 す る こ と 、 及 び ブ レ ー キ 装 置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 制 動 が 、 ブ レ ー キ 装  
置 の モ ー タ シ ャ フ ト の 通 常 の 動 作 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 ブ レ ー キ 装 置 が 完 全 に 解 除 さ  
れ る こ と を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ 、 例 え ば 図 ３ に 示 さ れ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 構 造 に 基 づ い て 、 本  
願 の 一 実 施 形 態 は 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ を さ ら に 提 供 す る 。 図 ９ ａ に 示 さ れ る よ う に 、  
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Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 モ ー タ ２ ０ 、 減 速 機 ３ ０ 、 及 び 前 述 の 実 施 形 態 の い ず れ か １ つ  
に よ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ を 含 む こ と が で き る 。 モ ー タ ２ ０ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ を  
有 す る 。 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ は 、 モ ー タ ２ ０ の 動 力 出 力 端 に 相 当 し 、 減 速 機 ３ ０ に 伝 動  
接 続 さ れ る 。 モ ー タ ２ ０ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ を 使 用 し て 減 速 機 ３ ０ に 動 力 を 伝 達 し  
、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ に 固 定 し て 接 続 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で の 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 機 能 は 、 モ ー タ ２ ０ の モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ の 動 き を ロ  
ッ ク す る こ と で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ 全 体 は 、 動 力 伝 達 を ロ ッ  
ク す る だ け で よ い 。 従 っ て 、 図 ９ ｂ に 示 さ れ る Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 伝 達 シ ャ フ ト ２  
０ ２ を 使 用 し て 減 速 機 ３ ０ に 接 続 さ れ る ボ ー ル ネ ジ を さ ら に 含 み 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の  
ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ を 伝 動 シ ャ フ ト ２ ０ ２ に 固 定 し て 接 続 す る こ と が で き る 。 結 論 と し て  
、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ 全 体 の い ず れ か の  
回 転 軸 線 に 固 定 し て 接 続 す る こ と が で き 、 前 述 の 技 術 的 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。 詳  
細 に つ い て は 、 こ こ で は 再 び 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る 具 体 的 な Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の 伝 達 接 続 構 造 を 参 照 す る と 、 Ｅ Ｍ Ｂ  
シ ス テ ム １ ０ ０ は 車 両 で 使 用 さ れ 得 る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 モ ー タ ２ ０ 、 減 速 機 ３  
０ 、 ボ ー ル ネ ジ ４ ０ 、 摩 擦 板 ５ ０ 、 摩 擦 デ ィ ス ク ６ ０ 、 及 び ク ラ ン プ ７ ０ を 含 む 。 モ ー タ  
２ ０ は 、 減 速 機 ３ ０ 、 ボ ー ル ネ ジ ４ ０ 、 摩 擦 板 ５ ０ 、 摩 擦 デ ィ ス ク ク ６ ０ の 順 の 伝 達 接 続  
で あ る 。 使 用 中 に 、 摩 擦 デ ィ ス ク ６ ０ は 車 両 の ホ イ ー ル ハ ブ に 固 定 さ れ 得 、 ク ラ ン プ ７ ０  
は 車 両 の サ ス ペ ン シ ョ ン に 固 定 さ れ 得 る 。 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ （ こ  
こ で は ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ で 塞 が れ て い る の で 図 示 せ ず ） が 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ の 軸  
線 と 整 列 し て 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ に 、 減 速 機 ３ ０ か ら 離 れ る の モ ー タ ２ ０ 側 に 固 定 さ  
れ 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ は モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ と 同 期 し て 回 転 す る 。 ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク  
２ が 、 モ ー タ ２ ０ の モ ー タ ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 固 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス  
ク １ は ウ ェ ッ ジ デ ィ ス ク ２ に 対 し て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 構 造 を 参 照 し て 、 本 願 の 実 施 形 態 で 提 供 す る Ｅ Ｍ  
Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 原 理 を 説 明 す る 。 動 作 中 に 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ が 電 子 ブ レ ー  
キ を 必 要 と し な い 場 合 に 、 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ の 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ は 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ 上  
の 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ を 駆 動 し て 、 く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １  
に 向 か う 方 向 に 移 動 さ せ 、 可 動 部 ２ ２ を 駆 動 し て 弾 性 部 ２ ３ の 圧 力 に 逆 ら っ て 、 く さ び 溝  
２ １ 内 を 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に 移 動 さ せ る 。 こ の 場 合 に 、 可 動 部 ２ ２ と ホ  
イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 が 徐 々 に 減 少 す る 、 又 は 消 失 さ え し 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １  
は モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ と 共 に 正 転 す る 。 具 体 的 に は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ は ロ ッ ク さ  
れ て お ら ず 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 停 止 し て い な い 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ が 電 子 ブ レ  
ー キ を 必 要 と す る 場 合 に 、 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ の 電 磁 駆 動 構 造 ３ ２ は 、 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ 上  
の 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ を 駆 動 し て 、 く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 １ の 端 部 ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２  
に 向 か う 方 向 に 移 動 さ せ る 。 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ は 可 動 部 ２ ２ に 作 用 せ ず 、 可 動 部 ２ ２ は  
、 弾 性 部 ２ ３ の 圧 力 を 受 け て く さ び 溝 ２ １ 内 を 第 １ の 端 部 ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 移 動  
す る 。 可 動 部 ２ ２ と ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と の 間 の 摩 擦 は 徐 々 に 増 加 し 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １  
０ ０ の モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ の 回 転 が ロ ッ ク さ れ る ま で 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の モ ー タ  
シ ャ フ ト ２ ０ １ の 回 転 に 対 す る 抵 抗 を 生 じ さ せ る 。 最 後 に 、 摩 擦 デ ィ ス ク ６ ０ が ロ ッ ク さ  
れ 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 停 止 状 態 に あ り 、 駐 車 機 能 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 、 モ ー タ ２ ０ を 駆 動 し て 駐 車 力 を 増 大 さ  
せ る と 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ は 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と 共 に 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ の  
軸 線 の 周 り に 、 く さ び 溝 ２ １ 内 で 第 ２ の 端 部 ｂ ２ か ら 第 １ の 端 部 ｂ １ に 向 か う 方 向 に 回 転  
す る 。 駆 動 ア セ ン ブ リ ３ は 、 駆 動 ブ ロ ッ ク ３ １ １ を 駆 動 し て 、 く さ び 溝 ２ １ の 第 １ の 端 部  
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ｂ １ か ら 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 向 か う 方 向 の 力 を 可 動 部 ２ ２ に 加 え る 。 弾 性 部 ２ ３ の 弾 性 ポ テ  
ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー は 、 可 動 部 ２ ２ の 動 作 を 防 止 す る の に 十 分 で は な い 。 駐 車 力 が 増 加 す  
る と 、 ホ イ ー ル デ ィ ス ク １ と 、 く さ び 溝 ２ １ 内 で 第 ２ の 端 部 ｂ ２ に 近 い 可 動 部 ２ ２ と の 間  
の 摩 擦 に よ っ て 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ ０ １ が 逆 転 す る の を 防 止 し 続 け る 。 駐 車 力 が 増 加 す る  
期 間 に お い て 、 可 動 部 ２ ２ と く さ び 溝 ２ １ と の 間 の ロ ッ ク は 一 方 向 で あ り 、 駆 動 ア セ ン ブ  
リ ３ の 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ 及 び 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 緩 め る 必 要 が な く 、 そ れ に よ っ て 、 Ｅ Ｍ Ｂ  
シ ス テ ム １ ０ ０ は 停 止 し 、 車 両 は 滑 ら な い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ の 伝 達 ロ ッ ド ３ ３ 及 び 駆 動 デ ィ ス ク ３ １ を 含 む ウ ォ ー ム ギ  
ヤ 及 び ウ ォ ー ム ア セ ン ブ リ は 、 自 己 ロ ッ ク を 実 施 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 Ｅ Ｍ Ｂ  
シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 純 粋 に 機 械 的 に 長 時 間 駐 車 さ れ 、 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の モ ー タ ２ ０  
に 長 時 間 通 電 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 願 の 実 施 形 態 で 提 供 す る Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 前 述 の 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ を 使 用  
し て 制 動 を 実 施 で き る こ と が 分 か り 得 る 。 長 時 間 に 亘 っ て 制 動 を 維 持 す る 必 要 が あ る 場 合  
に 、 モ ー タ ２ ０ の 逆 転 を ロ ッ ク す る こ と が で き 、 モ ー タ ２ ０ は 、 力 の 増 大 を 妨 げ ら れ る こ  
と な く 正 転 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 モ ー タ ２ ０ の 電 源 を オ フ に し て 冷 却 す る こ と  
が で き る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ が 駐 車 メ カ ニ ズ ム １ ０ を 使 用 す る の で 、 電 気 的 故 障 が 発  
生 し た 場 合 に 、 ブ レ ー キ を 手 動 で 解 除 す る こ と が で き 、 追 加 の 駐 車 シ ス テ ム が 必 要 な く 、  
そ れ に よ り コ ス ト が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ に 基 づ い て 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 願 の 一 実 施 形 態 は 、 車  
両 を さ ら に 提 供 す る こ と が で き る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 車 両 の 車 体 ２ ０ ０ に 搭 載 さ  
れ る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 車 両 ２ ０ ０ の ホ イ ー ル ハ ブ ２ １ ０ に 設 置 す る こ と が で き  
る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ の 摩 擦 デ ィ ス ク ６ ０ は 、 ホ イ ー ル ハ ブ ２ １ ０ に 接 続 さ れ る 。 Ｅ  
Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ が 静 止 し て い る と き に 、 モ ー タ ２ ０ の 動 力 は 、 順 番 に 摩 擦 デ ィ ス ク ６  
０ に 伝 達 さ れ 、 摩 擦 デ ィ ス ク ６ ０ は 、 ホ イ ー ル ハ ブ ２ １ ０ に ブ レ ー キ を か け る こ と に よ っ  
て 制 動 を 達 成 す る こ と が で き る 。 Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム の 動 作 原 理 及 び プ ロ セ ス は 、 前 述 の 記 載  
で 詳 細 に 説 明 し て お り 、 詳 細 に つ い て 、 こ こ で は 再 び 説 明 し な い 。 車 両 ２ ０ ０ は 、 前 述 の  
Ｅ Ｍ Ｂ シ ス テ ム １ ０ ０ に よ っ て 達 成 さ れ 得 る 全 て の 有 利 な 効 果 を 伴 っ て 停 止 す る よ う に 制  
動 さ れ 得 る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 述 の 説 明 は 、 本 願 の 特 定 の 実 施 態 様 に 過 ぎ ず 、 本 願 の 保 護 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図  
す る も の で は な い 。 本 願 に 開 示 し た 技 術 的 範 囲 内 で 当 業 者 に よ っ て 容 易 に 考 え 出 さ れ る あ  
ら ゆ る 変 形 又 は 置 換 は 、 本 願 の 保 護 範 囲 内 に あ る も の と す る 。 従 っ て 、 本 願 の 保 護 範 囲 は  
、 特 許 請 求 の 範 囲 の 保 護 範 囲 に 従 う も の と す る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ ａ 】
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【 図 ８ ｂ 】 【 図 ９ ａ 】

【 図 ９ ｂ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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